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セッションの概要

電気陰性度の異なるカチオンとアニオンとを組

み合わせることで、複数の結合状態を併せもつ部位

が形成され、これまでにない組成や構造を有する化

合物が創製されと共に、新規で有用な材料機能が発

現するものと期待される。その一例として、複合酸

化物や平成２３年にセッションとして取り上げた

複合アニオン化合物を挙げることができ、応用面で

も意味のある電磁物性、光学物性などを保持する機

能材料、特異な Redox 作用や反応活性部位をもつ高

活性でかつ良好な選択性をもつ触媒、良好なイオン

保持・交換能、高い伝導性をもつ固体電解質や電池

活物質などとしての可能性を有している。 

本セッションでは、ユニークな特質を有する複合

カチオンおよびアニオン化合物に焦点を当て、その

物質設計、合成および機能について特集し、学術、

実用両面での当該物質の材料として位置づけとそ

の発展性について議論する。 
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